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(注1〉

市場のゆがみと経済厚生（n)

川 又 邦 雄

8. 問題の提起と基本定理の意義

前稿においてわれわれは市思のゆがみの尺度を導入しゆがみの減少が経済厚生を高めるか召:;6、 

を，消費者が一人生産者が一人の場合を中心に吟味した。そこで明らかにされたように，消費者の 

選好順序，生産者の技術条件について通常の仮定をおくことにしても，大きなゆがみにおおすさ均 

衡のなかには小さなゆがみに対応する均衡よりもバレートの意味で劣ゥたものが存在する1̂ 1能性を 

#■:除しえない(前稿4 節例1 と例2 )。この可能性を挑除する十分条件としてわれわれの手もとにある 

めは，フォスタニソンネンシャイン〔4 〕の財の数がニで劣等消費財がないという条件{5節定理1〉, 

ならびに，財の数は一般の有限個でよいが，劣等消費財がなく，生産における限界代替率が一定>

:いう条件（6 節定理2) のニ組である。こうした事実は，市場のゆがみの減少が,経済的厚生を高め 

.るというわれわれの経済的直観を正当化するものではない。ではこの直観はいかに根拠づけられる 

，のであろうか。 ■.

. これに対するわれわれの解答は本稿の定理3 によっX 与えられる。そめ主張は，あるゆがみを持 

った均衡が与えられた時，それよりも小さな任意のゆがみに対して均衡が存在し，各ゆがみについ 

て与えられた均衡のどれよりもパレートの意味ですぐれたものがあるというととである。力まひ， 

小さなゆがみに対応する均衡のすべてが,大きなゆがみに対応する均衡のどれよりもパレートの意 

.味ですぐれているとは一般にはいえないが，市場のゆがみの減少は上にのべた意味において潜在的 

厚生を高めるといえるのである。またとくに各ゆがみに对応する均★が唯一つに定まる場合には，

'ゆがみの減少は確庚に経済厚生を高めることが主張'T|、きるわけである0 '

, - - ' . - . . . . ，ぅ 、.

9. ゆがみをともなった均衡の特色づけ

以下数節にわたってわれわれがlili明しようとするのは次の命題であ.る，

注（1 ) 本論文のポ1部は三111学会雑誌6 5 ^ 1 1 に掲載.

—— s u m )
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市場のゆがみと経倚厚生（n )

定理1 消費者が一*人生産者が一人の経済においては，もし前稿2節の仮定が満たされている場
t • ，

合には，

(a )任意の 0 ^ v K ：l と0 でないゆがみd e D"を持つ均衡が与えられた時，ゆ が み を 持 つ  

均衡や消費者の効用が最初の均衡におけるより低くないものが存在する。

( & )さらr 消費者の選好順序と生産可能举合が強い意味で凸かつ無差別曲面と生産可能性フ 

ロンティアが‘なめらか（2 ^ )なら，U のゆがみを持つ均衡の中で消費者の効;Rが高いものが存 

在する。

この命題は，後に 2 節の主体についての仮定を満たすヨリ一般的な場合に拡張されるが，証明の’ 

基本スチップにはかわりがないので，以下では一般の場合への拡張が明らかになるように記号を定 

義しつつ， この特別な場合の証明に注意を集中することにしよう。 '

われわれの仮定の下では効用関数が存在することは良く知られている（たとえぱドプリュ ー〔3：)き照〉 

から, その一つをU ( . ) として，その値域に属するJ 3 € R について，

(り - . W i (/?)ニ

と定義する。 こ こ で e X は を 満 た す 消 費 ベ ク タ ー で ，G(a; )はそれ以上の効用を与え 

る消費ベクターの參合，2 . は消費者の初期保有ベクターを示す。また

(2) v r  ニ ー  Y

で定義しよう。

つぎに " € R " - i ,び€ R とするとき, / (，， および g (，）：R " - i - > Rをそれぞれ

(3) f ( v ,  0) — inf {a： (-v, «) e W\(y3)}

および

(4) g(v) =sup {a： (v, a) e — W^}

で定義する。. め は効用水準( 3 の無差別曲面を初期保有ベクターの大きさ%だけ移動した: 

曲面の方糖式であり，びは生産可能スロンチイアの方程式を示すものでちる。

補助定理 1 2 節の仮定の下では， ♦
(注2〉

a ) 各効用水準 /^について，./'(■y,パ）は の 凸 関 数 で あ っ て ，す べ て の " に つ い て

/ ( . V ,  y9) > - o o

b) g { v ) は の IH]関数（一な("）がt!li関数）ですぺての t;について

法（2) /:R"-し!■Kは U) /(»)くのとなるダが存在しかつ（2》す 'て の a；, yGll«-\ 0 < ；< 1 についてm ~ X ) x + X y }  

となるとき凸関数という， •

S i (170)
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jj?場のゆがみと経済厚生(n )

証明)ぃ f ( v ,  . 0 ) が凸関数であるのは W 'C /3 )が空でない凸集合であることにょる。 ま た X  

'(したがって G0«))が順序^に関して下に有界であり55は一定であるから,("，/ 5 ) > o o であるととは 

明らかである。つぎに f lr (" )< o oであることを示そう。もしそうでないとす‘ると，g O ) の定義か 

ら，Vo € R " -1とが  e R (ト1, 2, ) でがニ（" 0, «•) € Y, |2/ * |> 1 ( i = i , 2, を満たし ||/ ，|~>00 と

なるもめが存在する0 するとY の凸性と 0 € Y でもることょり, ‘ ジニ1/1がd に対し

ニ (1一め ，0 +  «‘‘r e Y  U  ニ 1 , 2 , .". . . )

がえられ, しかもが/|2/1ト>(0,0,‘.‘，，.,1 ) i なる。Y が閉集合であるととを用いるこのことはま由 

生産の可能性を意味し，生産技術に関するわれわれの仮定に矛盾する。び("）が[HJ閣数であること 

，は生産可能集合Y が空でない凸集合であることょり明らかである，
- .し. ，—— ；，，•-■

つぎに各効用水準 / ? について，" € R » - 1 の開 数 ん("，め ：R»-» -> R を 

{5》 U{v, 0 )= ^ f {v ,  0 ) —g{v)

'にょって定義しょう（図1 ) 。補助定理1 にょっての定義は意味をもち,'しかも各パについて 

’从，，め は{̂ 1̂関数であり，すべての " € R » - i に対してん( .，/?)〉一o o となることに注意しょう， 

またこの各効用水準パにつ 、 、; r ,  R " の部サ參合 H  03) を

(6) H (/?) =  { ( " ,び) ：" e R " - ’， o f c R  & c i^ h iv ,  0 )]

にょって定義しょう（図 1 )。これが凸集合であ 

るととはんC，，め がr!2i関数であることから明ら 

かであり，また W [ 0 ? )おょびW 2が閉集合で 

あることを用いると，H (パ）が閉集合であるこ 

.とも容易に碑められる。

以上の記号を用いて,資源配分が達成可能で 

あるための条件をさまざまな同等な形にあらわ 

しておとう。 "

補助定理 2 消費者が一人生産者が一人の経 .

精においては次の四つの条件は同値である• , ゾ 1

め U  (が<0^/?となるょうな達成可能な資源配分(«* y*) € A が存在する*

.ろ） めn — W 2 となるょうなii*€R"が存在する、

C) S f ( v * ) > / ( v * ,  0 ) となるょうな1；* e R"->が存在する。

め h ( v * , / 3 ) ^ 0 と な る ょ う な R»-»が存在する•

IE明) ( « ) > = »  ( 6 ) は定義から明らかである。 . ； .
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市場のゆがみと経済厚生（n )

とすれば, （3)(4》より，つ ぎ に （fe) ==> ( 0 ) を示すことにしよう。1も* ニ (V*, «*) €R"--»XR 

f(.v*, P ) ^ a *

g(v*)  ̂ « *  •

したがって（e ) が成立する。

(c) (ろ）を示すためにが，が C R■を

â  =  f ( v * ,  0 )  -

がニ

で定義しよう。仮定によってび2さび1 である。さて w i ( / ? ) および \ r は閉集合であるから

'0；*，び1 ) e W '()5)

(" * ,が）e 一 W2 

である。各財は望ましいとの仮定より 

0；*，め  e W i (め

であるから，

が** ニ（が "2) e w i ( / ? ) n —w 2

となって ( 6 ) が示されたことになる。

最 後 に （e ) < ^ ( めとなることは；KがS / 3 ) の定義より明らかでもる。

注 意 1 2 節におけるわれわれの仮定の下では，達成可能資源配分の集合A がコンパクトである 

ことは良く知られている（これにつ、てはたとえぱドプリュ 一〔3 〕pp. 77-78,アロー = ハ~ ン 〔1〕pp.88-91,
/ .レ .

二階堂〔6〕PP, 258-260などを参照せよ) 。 したがって，

V oニ [y  € R n - i : 9» ( " )き / 0 , j3) l

が有界であることがつぎのようにして知られる。まずV o の元 1；* に対して， i の証明の（6)

( c ) の部分で示されたようにw » ( / ? ) n —w 2 の 元 ％* *ニ（が•=,び(デ) ) が一意に対応十る。したがゥ 

て V o が有界でもることは ..................

• Uo =  {w e B P ' . i i  6 w  (/?) n  - w * )

の有界性から導カホる。 しかるにU o の任意の元双* は，あ る u o * ) > / ? を満たすが*’について

ニ ボ  * 一  JJ

一  <2̂* ニ  一  2/*

と書きあらわせるから， （》*, y*)  € A となる。 した;̂ レって上の最後の式からU o は有界である‘こと
i

が導かれる。

以下しぱらく本節の主要結果である補助定理3 をのべるための準備を行おう,。まず凸関数 

■ —  86 (i7 2 )

-•■•■»--と-、リし- か‘、i»:»:め レ • • ル ソ ^ 板 .はい.',パ"",.メ‘ レ ホ • い あ じ メ *^ fiii  .



市場のゆがみと経济厚生（n )

R の*y。における?|1勾配ベクターを，すべて" €R**-’.について '

け） /(の）き,（が）+ < 贷，— が>

を満たすタe R "-，によって定義しよう。また上の条件を満足するタ€ R « - iの集合を d / m であ* 

らわすことにする 

また凸関 数 g : R » - i-> R については，

(8) q € 3( — g(-yO)) ,

のとき，またそのとき限り ‘ V

(9) 一 g € dg (v^)

と言くことにしよう。 .

容易に推測されるように， もし凸関数が微分可能なら

が  <
- . . . .  /

となる。そしてのある近傍内の任意の点で凸関数が有限の^1|をとるなら，グ("）の準勾配べクタ

一は常に存在すること力’、知られてい る （これらについては，たとえば,ロ  y カプエラーCDを参照），

/ ' .

つづいてわれわれのモデルに関して, 二つの簡単な事実を指摘しておこう。

法 意 2 もし2 節の仮定が満たされ， しかも生および消費における代替可能性（2 節{2》ffおよぴ 

二つの注意を参照）が満たされるなら偶 (4)で定義された関数/ ( V ,め， について

domニ/ [y. : / ( ! ；, y3)<oo}

および \
. .' .，■ ' .パ，. . - ■  '1

doraflr={i;: flf(ij)>~oo}

は開集合である（とのことは2 節の注意1 および2 の証明から明らかである) 。 した力; って d om /(d om な） 

内の任意の点" におぃてが ("，/? )びflr (v ))はつねに存在することになる。

注 意 3 ( i ) もし2 節の仮定が満たされており，ある *2̂ * f  R » と0 でな、、P*, q* € にゥいて

: . [ ,

が成立している場合には，P * およびれの各耍素は非負であり，とくにその最後要素は正で、あ 

る。 したがってわれわれはp*eS", となるようなP*, q * をつねに選ぶこ,とができる，なぜ

な ら ？)*, が卵負でなけれぱならなぃことは斧財が消費者にとズC望ましいとぃ3 仮定ならびに

生産における自由処分の可能性の仮定によって明らかであり，最 後 の 素 が IEであることは前稿3

-— S7U78) ■—

敞 馈 マ •糊 ■ぱサ縦' , ィご作 ャ が ぜ ^



■市場9 ホがみと経済厚生( n )

節注意2 においてのべた。

( U ) また，上の関係が成立する場合

' u* =( v * ,  «*) e R»- f XR , パ

と書くと，

ニ デ(の*, /3) = g (v * )  . :

となることも容易に知られる。たとえば最初の等式を示してみよう。 ニ（が=,1 ) € R » - i x r とおい 

て注意3 の最初の不等式を考慮すると，す べ て の び ） f w n /?)について

< ( p * . 1 ) , ( " * ,  « * ) > ^ < ( がS 1 ) , ( " * , « ) >  \ ，

つまり

■ . - マ' … ：' ，. - : .

:が成立する， したがって（" * , « * )  e AT (めであること，ならびK I / . (がV めの定義から，

び*ニ/ 0 *,め

となるのでもる。'
V

つぎの捕助定理は，ゆがみをもつ均衡が存在するための条件をさまざまな同等な表現によつてお
• - • , - ■ ■ -  ̂ ‘ ‘ : - ;；':，ゴ..パ， '.. •：■

きかえたものである。

補助定理 3 p* = Xp*, I) e R"-' XR, ニ（め 1 ) eR»-*xR, otニ ニ  (え 0) €R»-*XR によ

，て定義する'：と, ' 2 節め’仮 定 卞 ゼ は M下のK っ め 条 お 同 # でもる'。

а ) ゆがみd をもっすこ均衡(X * ,デ，？)*, <?*) e R 4 nで U(ccりニ. /^となるもの力';存在する，

б ) な* f W i ( / 3 ) n —W 2 となるよう な 元 で

p*-u*^p*-W ^(/3)

、ぐ ‘ ' '

を満たすものが存在する。 ’

' C) ，

P* € d f ( v \  0)  

q* e d(~g(v*))

-を 満 た す が 存 在 す る ， 

，..'..め ，ん(がK 'め ==̂ (y'

- d e  dhiv*, 0 )

を満たすデ f  が存在する.

SS(174)
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市場のゆがみと経済厚生( n )

'は ( め セ よ び  一W 2 に含まれる1

誕明） ま ず （tt) ( 6 ) を示そう。 Ob*, 1 / * )ぱi 成 可 能 ゆ え を

を満足するように定義することができる。仮定によって 

またゆがみをもった均衡の定義（3 節) . から, ‘

?>*• ( x ~ z )

がすべてのU (が) さ/ ? を満たす aj 6 X について成立し, . . ， 

g * • ( 一 が • ( 一が）

がすべての2/e Y； ニー W 2 についX 成立する。‘以上によって（6 ) が導かれたととになさ。

っぎに（6) ニ^ ( f t )を示そう。i^* € W i( /? )n  — W 2 とホると, あ る U (ぉ*)ぐ/?'を満たす

および V *らY について 、

, . . ;  - / , , ■,：, /  , ■/； V :  ： V \  V ； ■，

となるから（0：*, 2/*) € A であり，仮 定 （6 ) の第らの不等式から - .

デ .ダ* ^ P*.ダ

がすべてのU(aOさ;5 となるダe X について成立することが，また第;!:の不等式から

g *，2/*さデ*Y  '" /■ V, . :

力、したがう。 したがってU 0 « * ) = / ? のみを示せぱよい。すでにみたようにU 0 c * ) ^ /3 であるから 

U (» ;* )> /?として矛盾を示そう。この最後の不等-式が成り立てぱ，選好順序の連続性より3 5 * * 0 *  

でしかも IKa;**)〉/ ? となるが* * e X が存在する。これはの支出最小性に矛盾する。

(6) 二》(c) を示そう。 ( b ) が満たされているとき（C )の最初の等式が成り立っことは注意2 での 

ベた。また（6 ) の第一の不等式は，注意 3 (よりによって ：

(デ，1 )，0 * ,  f ( v *  め) さ (デ，D -W H /?)

となるが，こ れ が す べ て の に つ い て  ：

(デ，1 ) ，("*, / (" * ,  ^ ) ) < ( P *  l )^ (v ,  f ( v ,  0))

を意味することはパ"，め の定義によっセ明らかヤあを。 したがって一デ £ 5 / (の*, 0 ) が導かれ 

る。残りの条件も同様にして示される0  •

0?) (のについて。，( fe )が満たされていれぱ， を .

pc* =  f ( v * ,  p ) ~ ：g (v* ) へ ン

-によマ' 定義できる0 すると，W 1( ♦ およびW 2 は閉集合であるから， ( 3 )およびなCy* ) の 

定義によって ：

11*^ 0 *  «*) e W *{0) ( ^ ~ W  '

となることがわかるん,'他の関係は（ろ) > = 4 > ( e )の証明が绝にたどれぱよ.い,

(e) < ^  (めに '0 いては，走義によって- レ 、 ぃ .

   89 {176) 一-，， .
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化(1；* ,ゆ ニ / ( " * ,/j) 一 5?(がリ

であり，他方注意1 でのぺたように，d o m /および d o m g が開集合であるから, 

dh{v*, /3) = d f ( v * ,  0 ) - d g { v * )

となることは（ロッカフェラー〔7 〕1>.223によって）明らかである。

以上の証明とまったく同様にして，つぎの捕助定理を証明することができる，•

捕勒定理 4 補助定理 3 と同じ仮定の下では以下の四つの条件は同等である'。 、

a ) ゆがみゴをもった均衡の5 ：つの条件（3 節〉9 うち達成可能性の条件のみ 

x * —y * —z ^ O

でおきかえたものを満たす（JC*, 2/*, P*, q*) € R * "で U (»*)=/?となるものが存在する< 

iO ‘ WIG0), であって, , .

p**u*^ p*-W '(/3 )

れ • トな* * ) " . w *

を満たすものが存在する。 

c) /("*, 0 ) < g i v * ) '

- p * €  df(^v*, 0)

となる

め

q * e d i ~ g { v * ) )  

が存在する。

Hv*,  0 ) ^ 0  

一d € dh(,v*, 0)

となるが f̂ R n - » が存在する。

10. ゆがみの減少と均衡の存在

• ' . ■ ■ ■ 

前節の分析に基いて，ゆがみゴを<̂ ?も.なぅ均衡が存在する：̂ギらぱ；それよりも小さな任意のゆが 

みをもつ均衡， しかもパレートの意味で同等かすぐれた均南の存在することを示すのが本節の課題 

であタ0 本節：e も消費者一人，ホ廣者一人か陸済を想定する-ことにしよう本筋に入る前に，いく 

つかの基本的概金について準備をしておく。

|1̂ 関̂ 数 /  ： R"-* -> R は, . ,で*, f  f  R "r*,がキがならぱ任意の0 < K ；1 に対しで

(1) / ((1 î) V* + Xv )̂ i- Xf iy^)

：— T 90.(J76) ,

で.，'て



市場のゆがみと経済厚生（n )
' ~ 一 一 厂 — 一 ' ,  一 '

となるとき，強い意味で凸であるという。また各"レ R " - iにおいて，す べ て り に 対 し て

(2) / (V)さ/ ( が）ナ < ^ 5 ,リーが〉

となるJ がたかだか一つし力、存在しないとき，/ はなめらかであるという。

ここで2 節の仮定を满たす経済モデルにおいて選好順序ならびに生産可能集合がなめらかである. 

とすれぱ，効 用 Z ^ e R をもたらす達成可能な資源配分がある限り，h ( % め 力*、上の意味でなめらか 

な凸関数であるととが示される。証明にはスIキ か つ 、

0 ) = d f { f ,  0 ) ~ d g { v * )  ( A : = l , 2)

となるような<2*, カ̂ ^在するとして矛盾が導かれることをいえぱよい，このことは補助定

理 g の証明にならえば容易に示される。

つぎに（05*,が）e A , /?=U (a;i) として .

(3) Vo={v e : h{vy 0 ) ^ 0 )

(4》 5Voニ /?) ： V e Vo}

とおく* このとき次の重要な補助定理が成立する。 ,

補助定理 5 もし2 節の仮定が満たされているなら，

a) V o は空でないコンパクトな凸集合である。

b ) ル ，>3)はV。において最小傳を達成レ0 6の̂ )である》

c) もし 一 / ? ) ,が e V o となるなら，す ぺ て の \̂ヴホして一J l^ d k C v，，め と 

なるが € V o が存在する。

め も し dキ0 でん (，，めが強い意味で凸なら，（?）K；おけるが e V 9 はん！y ,  / 9 ) < 0 となるよ 

うに選べる《

誰明） め V 。が空でないことゆ ( x \  2/') € A と補助定理2 1こよる。 V。が凸集☆であるのは 

ん(，，/ 3 )がん (，，/ ? ) > マ9 0 となそ関数でもることより明らかである。Y o のコンパグト性につV、 

ては9 節注意 1 を参照せよ。
i -

b) h{% / ? ) = / ( • ,  P ) ~ g ( v ) で \ r ( / ? ) 'とW 2 が閉till集合であるからパ，，ゆ，~-g{v)_は凸開 

数で下半連練である◊ レたがってA 0 , : めも下半連統な lib開数でもりJI"-*を?;おいて（したがっ，モV。 

において》赛小値をと .る。い き に お い て 最 小 條 が 達 成 さ れ た と す れ ば , す べ て の "ズRぃ、 

について -；

H v , /3)^hCv*, 0 )  +  < 0 ,  v —v * ^

となるかちO f « が*Vゆ !；：；5 7 0 すある。 ‘ . ソ . - . . ,  ̂ ,

e ) は 下 H " ,め のかわりにん(4>)と書くととにして 

range ル ニ U {旅 ("）••ん(iO < ool

~~一■ 91{177) ：~~7'
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:とする。 以 下 め 譲 論 おいて決定的に重要な尊!;実 は ！•ange旅 が "は と んど，，凸であるといこム 

でもる。もしそれかilh'̂もるならはわれわれの結果は0 6 rangeん，一d  ̂range h からただ '!^にし 

たかう。それか凸でもることがー般にはいえ愈ぐ、た^6に以下の誰明はやや複^ に；||̂る，

ゥ ：さ て r a n g e s /^力r " ほとん: になネというととの意味はある凸集合A 力;もって 

" int A d m n g e  dhClA ."

となることである。とこでA はあ（，）の共役a 関数が=(‘）'によって決定きi i るがここでほキれに 

ついて深入りする必耍はない'。たお V o が空で'なく有界な場合には(jb) の結果が強められて 

P:-， ‘ . ご: G e int A  ■ ，• ' .， ' ' '  ̂■

となるという事実はiE明のために必要である， これらにつV、ヤはロッ力フエラー〔ク〕X ) .  70, p. 

123, p. 2 2 7 などを参照されたい。

さて仮定より 一(d eran geんであるから

— d e A

.でもる。 したかってA が!{?!集合であることを用いると 一; ^ e’i n tん，.こ;}t より...

• . 一スれrange あ 

が導かれる。以下においてわれわれは

-XdedVo O ' y K l : . ‘

であることを示そう。一/?れ r a n g e で る か ら ，すべてのV e R " * ^ iについて 

， に パ み も  V - " ジ ’

を満たすが f R n - ’ が存在する。他 方 - A e  d k W より，特に上のがについて， .

'ニ  / ^ ( が) さん(が）+  < — みが一が> ，

でもる。三行上の不等式を" について書いてその下の不等式;を用いると，ん(が) さあ(i；うがえら 

れ , ’V e V o と V 。の定義からがe V o となる。かくして 一y{わのT。が糸された。 、 ：‘ん 

めこの場合については，上の証明における ー>̂ 3f ra n g eルを示す不等号がすぺ!.でり.，2)=|=がに 

ついて強[められて " > " となる。他 は （めとかわりがない。 '

命題1 2節の仮定の下において, もしゆがみゴをもった均衡（が，が,が,ザ）f R レ（3節）が存 

在するなら，すべての0 ^ ^ < 1について（ひがGがであって. (U' )ゆがみJld ..かもった均衡め2£つ 

の条件（3節）のうち達成可能性の条件のみ 

05® —が一ダ' 0

でおきかえたものを満たす資源配分と価格の組Oc2, が，p \  q )̂ e R « »が存在する， ，

2̂(1^8)

>
-
*

f

—

;

( 
-

-

--
-

-

-

-

-

-

-
- 

i
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ホ場のゆがみと経済厚生( n )

証明） （o ji,が，が, V ) をゆがみ ^̂ をもった均衡， ニ U ( > i ) とし， W * (/3 )お よ び を 9 節 

(1),(2)式によって定義しよう。すると，補助定理3 (CT,めにより， (が, めニり，一d € d h (サ\ め を 

満たすが f R " -1が存在する。た だ し は ニ （义 0) e R » - ^ X R によって定義されているも 

のとする，したがって補助定理さによってん(が，/3 )^ 0 , ~ X d , € d h { v \め となるようなが 

が存在する。かくして補助定理4 ( t t ,めによって命題が証明されたことになる。

- - . -  . -.， ； . _ ； . ；■'. ' ' I

本論文め残りの部分ぱ, 上め題の結論を満たす（0；2, が，が, ヴ2) が存在するとき，（め同じゆが 

みをもった均衡（が=,2 / * や*, g * ) で と な る も の が 存 在 す る こ と ，そして（ろ）消費者の選好 

順序および生産可能集合が強い意味で凸で無差別曲面と生産可能フロンチィテがなめちかなら上の 

結果が強められてな* P がとなることを示すナこめにあてられている。

注 意 1 2 節の仮定の下では， どのようなOc, p ) € A についても 110^0〉タとなることがない 

効用水準 /S ' f R が存在する。このことは，達成可能な資源配分の集合A のコンパクト性とU (，） 

の速ぽ性によりを達成可能な最大な効用水準とすれば,各財が望ましいとめ仮定を用いてただち 

に示される。したがって補助定理2 によって，すべての /? >ガについて，W iG5)rV—W 2 は空集合 

となる。

注 意 2 9 節の(6)式で定義したH G 3 )はすべての効用水準 /3c R について空でない閉凸集合で 

もった。各 H (，めについて，よ= ( え 1 ) e R " - i x R :を所与として .

M(/?) ={2^ € HC5) ニム ぶム11(/?)}

によって定義しよう。すると次の関係が成立する。

а) M ( / 3 )は凸集合である。 \ .

б) u * e M ( / ? ) な ら ば は tt*ニ0 * ,  Mが パ と を >らわされる。ここでん ( " * ,め は 

9 節 5 まで定義された関数である。

c) (v*, hQv*, 0))  e M(/3) ^ = ^ —3,*' e dh(v*, 0 )

めもし消費者の選好順序と生産可能集合が強い意味で凸なら，各 /9,についてM (パ）はたかだか 

—つの无しか含まない。

証明) . 0 » ) は明らかである。（ろ）については， もし "* f  IV*-’， 6 R に つ い て が *Vtt*) 

f M ( / ? )とすると, 定義によって，すべての ( V ,び）e H ( / ? ) となる（1；, び）e R » - ' X R について

(*) <(え1),("*,ダ* ぶ，1),( v , び)〉 ，

となる力、ら, ，とくに■?; ニデとおくと，す べ て の （"*, a) € H(/3)  Jc'ついて.. をうる。 言すこ 

("*, a) e H ( / ? )であるからび*ニんC y*,め となる。 …

(C)については左辺の条件が上の不等式（* ) と同値であること.を考慮すれば，準導関数の走^か

■—  93(27S>) —

ほをすん您ミをな； :塚-ををがホぼ料殆SXぺぜご.於-をtは-放'"?ガレヤシ'̂採き雄̂
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:ら明らかでもる•

(めは仮定によってH ( / ? )が強V、意味で凸であることから容易に導かれる。
,

以上を前提としていよいよ定理3 の証明における最後の⑩助定理をのべよう

M助定理 6 2 節の仮定の下に， もしあるが e R » - * と効用水準ダ [ R に つ い て (が，ダ) < 0

か つ 一(?2 f他 (が，が） となるなら，（めん (が，/33)ニ0 かつーポ f  3ん(が，が） と な る が e R »-»お

よび /?3さがが存在する。（6 ) もしさらに逃好順序と生産可能集合が強い意味でfOiなら，上のがは 

，が〉が のように選べる。

証明） （め ホ ニ （あ 1 ) f R a - ’ X R とし，各 /5 について '

M(y3)  = { a； e H ( / ? )  ：

.と定義する。仮定と注意2 ( 6 ,  C ) によって，

( * ) (が，W , が)）eM(/32),  h { v \  め CO  

である。われわれの証明すべきは， ; ^

(が，んが，め ）f M ( /f ) ,  h が，/f ) = 0  

，となるがさダ，がィR " - iの存在である。 て :' -

( ケース1 ) M (が）が有界集合でない場合 . .

注意 2 0 0 によればM W の任意の元はある" 6 R " - i によって（"，h i v ,ダ) ) と書ける。 そし 

•て補助定理5 によって，上の元はM v ,が）̂ 0 である限りある有界な集合に含まれる。したがって, 

ケース1 の仮定の下では，

(が，ん 0 。，ゆ) f  M (ダ) ，/K"。，ダ) > 0  '

と な る が 存 在 し な け れ ば な ら な い 。 しかるにM (ダ）はtlh集合であるから，.(*)を用いる 

，と諷明すべき関係がダ= がとして成立すを。 ■ '

(ケース2 )  M (ダ）が有界集合である場合

注意 1 により，W»(/?リn - W 2 が空镇合となるような効用水準が> / f が存在する。ここでM (め 

を I = O h  /3っ か ら R " への点対集合写像と考えよう。（* ) によってM (ダ）は空ではなく’, M(/^)

め定義式にあらわれるH (/? )の性質（そのもとになる選好順序および生産の条件）を用いると,このケ
«1-：3)

レスには，各 0 € l についてM ( /3 )が空でなく， しかも写像としてM (/?)は上半連続であること 

が導かれる。この証明は需耍関数の上半迪続性の証明（たとえぱドプリュ- 〔3〕のそれ)と本質的に同 

一のものであるが，細部にわたる吟味が必要である。この吟味は川又〔5〕において行われてレるの 

でとこでぼびくりかえすことはしない。

注（3 〉 点 対 染 合 ザ 像 は ，rOt")を含むミの(JH染合0 について，がのある近傍N 内のすべてのについ't： 

7，(’めG b となるとき/ : とおいズ上半迪綺でおるとじう（ペルシ:i fel參照)。 ' : '

M ( 180)
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さて注意2 ( 6 ,め に よ れ ば M (め の 第 71座標への写影M„ : I ~ > R は 

M n ( 0 ) = { k ( v ,  0 ) : { v , んOv/?)) eM(/?)}

と書けるはずである。かくしてM (，）についての上の性質によりM„(，） は空でない上半速続き像 

であるト般に上半連続寧像の連続写像は上半速続である）。したがって，注意 2 (め に よ れ ( め は  

各グごT にぅいて空でない凸集合であるととがわかる。こめときM „ ( , ) め値域は空でな i 、連結舉 

合でもるととが示される。この点についての証明は後の注意3 にまわして，補助定理の誦明を続け 

よう。M„(，）の値域は

Sニ{ぁ0 ,  0 )  : (V, h h ,  / ? ) ) . e M(め，パf  1}

とあらわせるか，/?*.の選び方からW! (/?リ门一W * が .空であるから，すべての i； f  R " - iについて 

み« が)_>’0 となる (補助定理2 )。他 方 M„G3りは空でないから，S は正の元を含t r ことになる。 

また（* ) によってS は負の元も含んでいる。力、くして連結性によ ?̂ S は 0 を含まなければならな 

い。かくして証明すべき関係が示された。

ろ） 選好順序と生産可能集合が強い意味で凸の場合には , M (パ）し た が っ て は 各 ] ? e l に 

ついて単一の元のみを含む。 しかるに上の証明では / i (が, / ? 2) < 0 でありん (が，/?3) = 0 であるから - 

この場合が  = が と は な れ な い 。 パト を考慮すれぱ  ダ〉がとなるわけである。

上の補助定理はつぎの注意 3 が示されれぱ， 証明が完結したことになる。

法遵_2 I が実数の区間, K が I からR への上半連綺写像で各p e l についてK (パ）が空でな 

い速緒集合なら， .

KCO ニ {a; 6 R : a； e K(y3) /? e 1}

は遮結である。

証明） もし結論を否定すれば，あ る ，び2, 5 e R が，/32 6 1 に0 いて

' が f  K (ダ）

« $ K ( I )  •

となる。つぎに ，.

Bi =  {/?e I ： K ( ^ ) C ( - o o ,  a))  "

ニ I : K ( 0 ) C：( a ,の）}

とおこう。仮 定 に よ っ て 各 /に つ い て  

K(/3)C(-oo, a)

または

K ( / 3 ) C ( S ,  o o)

‘™ •一 9 5  ( i S / V  ~'™

_• ニ-一 -. A ，- .



市場のゆがみと経済厚生（n )

であり / Q i e B i ,ダ e B a かつつくりかたからB i f l B g は空集合でもる。

つぎに B i が開讓合であるととを示そう。 じっさいも.し が e B i つまり K (/? )C (一 00, « ) なら， 

上半連続性より, あるを> 0 が存在して

、 Lff- パ。K e  なら M O?)〔ト OD, 5)

となり，B iが開集合であることがわかる。同じ途由によっても開集合である。すると連結集合 

I がニクの空でない，共通部分をもたない開集合め和としてあらわせることになり矛盾やある，

1 1 . 基本定理の証明

前節までの補助定理を総合することによって，市場のゆがみの存在と経済厚生に関するわれわれ 

の基本定理（9 節定理3 ) の証明は完結する。以下にそれを示そう（2 図參照)。

(が, が，が，びI ) をゆがみ d ニ { 1̂ 0) f R " - i X R を も つ 均 衡 と し =  U (が） とおく。すると補助 

定理 3 ( a ,め に よ っ て / i ( y ,ダ)ニ 0 およ び - d € d h { v \  13^)を 満 た す が 存 在 す る 。

つ ぎ に ニ 从 ( f  ニ (あ 0) e R » - ' X R としよう。補助定理5 によって h W 、 および一ホ 

€ d h { v \ダ）を満たすが e R " -*が存在する。 ,

( ケース1 . ) h ( v \  y3*) —0 か つ € dhが，め

この場合には補助定理3 によってゆがみポをもつ均衡で消費者の効用が>3 1のものが存在する， 

( ケース2 ) ，ん(が，/3リ< 0 かつ 一 € dh i"^ ,が）

この場合は補助定理 6 によりん (が，/ f )  ニ 0

および一ポ f 拖が，が）を満たす i ; 3 e R，，- i と 

ダき/3 1 が存在する（この最後の不等式はもし選好 

順序と生産可能集合が強い意味で凸ならが> / 31.と 

してよい）。 したがって補助定理3 ( a . めにより 

ゆがみ ( f をもつ均衡で消費者の効用ががのも 

のが存在する。 •

足理の後半部（めの仮定の下では，補助定理 

5 (めより，上の明においてh i y , が）< 0 と 

してよいのでケース2 に含まれ，しかもダ>  が 

となる場合に該当する。以上で基本定理3 の証明が完結した.

«eR

2 因

96 {182)

iimiiifiTito
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12. 定理の一般化

以上のわれわれの議論においては，消費者が-^人生産者が一人という限定的な仮定がなされてぃ 

た。これをニ般化して，経済主体が同じグル‘プ内においては均衡において同一の価格比に直面す 

る二つのクラスJ i , J , に分類されるょうな場合を想定しよう。 般性を失うことなく J l には消費: 

者が少なくとも一人含まれ，J a には少なくとも人の消費者あるいは生産者が含まれるとしょう。 

このときゆがみゴをもった均衡の条件を次の五つにょって定義しょう。

W 人の消費者k 人の生達者をもった経済は資源配分と価格の担（(め* ) , (め*), P*, q*) e R»(«.+fe+2)- 

の下で 

(1)

P* i c Ji • ； . I

g* i e j ,  _

(2) り *—な * ニ

( 3 ) 各 消 費 者 イ に つ い て ' - '

Pi* * • G.- (a;,*)

( 4 ) 各生産者'について

(5)

となるとき，ゆがみ <̂ をもっため衡にあるというととにする， ,

贫嘴' 1 w = l , たニ1 の場合には，上の定義は，消費者がー人生産者が-^^の経済における均街 

の定義（3 節）と一致する。また上の定義でゴニ0 の填合には, ((a;*), (2 /* ))は (ニg* ) め下におけ 

る均衡（ドプリュ 一〔3〕p .93) , ないしは補償された均衡などとよぱれる。
■.て ：.‘，..’マ

とのようにゆがみd を持'0 均衡を定義すをと，主体についての假定を上のように一t般化しすこ場合 

の走3 1 3 の城張である次の命題が成3；̂する。

定 理 4 2 節の仮定の下において，

( « ) 任意の 0 ^ /K ；l と 0 でないゆがみゴf D " を持つ均衡が与えられた時，ゆがみがを持ゥ 

均衛でパレートの意味で同等かすぐれだものが存在する。

(6) さらに各消費者の選好の選好順序と各生産者の生途可能集合が撒い意味でかつ無差別 
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曲面と生産可能性プロンチィアがなめらか（2節）なら，说 のゆがみを持つ均衡でパレートの意 

味ですぐれたものが存在する。

証明) iE明め方法ほ定H  3 の場合と同じであるので， 以下靈本的な点のみを指まするにとどめ 

よう。ホず |3を消費者1 の効用水準とし’一般性を失うことなく l e J i とする。いま存在を仮定さ 

れているゆがみC?を持つ均 衡 を ((a；,1 ) ,(が/),が，ゲ） とし '

W (/? )  =Gi(a;) +  XI G, (aj{*) ~ . S  Y j— S  ；̂»
»eJi

と定義する。ことでcceXiはUna?);/?を満すこすものとする。このWM/?)，W 2を用いて，/(•./?). 

ff(.),ん(♦，めおよびH (めを 9節のように定義するa その時われわれの補助定理1〜6 は，主体 

の仮定が一般化されたことにともなう自明な修正をはどこすだけでそ^^まま成立する。それらを総 

合することによって前と同様な定理の!E明が可能となるのである。詳しくは川又〔5〕を参照された

系もし走理4の（6)の仮定が満たされているなら，いかなるパレート有効な資源配分も0 でな 

いゆがみを持った均衡としては到達できない。
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